









ることが判明 し、 これに不純物 をドープして作 ったp-n接合太陽電地、ヘテロ接合太陽電地、そ して
ショットキバ リヤ太陽電地など、実用素子の開発 を目指 した研究 も始 められている。たとえば、白金
電極 を用いたシ ョットキバ リャ太陽電池は開放電圧V。cが0.83Vもあ り、また短波長側のキャリア収
集効率 も高 いことからわずか1/.emの厚 さのアモルファスのi-Siをステ ンレス鋼板 を基板に したもので
5.5%(AM-1)とい う変換効率が得 られている。 また一方、組成制御 が最も自由なカルコゲ ンガラス半
導体 についても、特殊 な金属元素の添加によって電導度や伝導形の制御がで きるという話題 が出てき
ている。昨年夏、英国のエ ンジンバ ラで開かれたアモルファス半導体国際会議で、かってこの材料の
スイッチ素子でセ ンセーショナルな発表 を行ったオブシンスキーが、1As-Se-Te-Geカルコゲン系半
導体 にごくわずかのNiを 添加することによって非常 に:大きな電導度の制御がで きたとい うデータが
報告 された。Chemicalmodifierと称するこのNiなどの元素 が電導度の制御に有効であることを確認
認 し、これを説明する等価価電子制御のモデルも出されている。
新エ ネルギー資源の開発プロジェク トの一環 として、低コス ト太陽電池用材料 に対する社会的ニー
ズが高 まりつつある今 日、資源的 にも豊富 なシリコンで、 しかも加工エネルギー も少な く、さらに連
続 自動化 も比較的容易 という観点 から、低 コス ト太陽電池のチ ャンピオン材料 となる可能性 があるよ
うに思 われる。この分野の進歩がこれに応 える新 しいシーズになるかもしれないのである。半導体が
高価である第一の理由は、 これが高純度 の単結晶であることに起因 している。応用物性上魅 力にあふ
れるこの材料の将来 を、今少 し永 い目で、楽 しみに見守 りたいものである。
ヘ リウム急冷法 と水素急冷法



























































しておいて試料電圧の減少スピー ドか ら求める。急冷速度 も試料寸法、元素等 により異 なるが急冷温
度(1300K程度)直 下、試料径100程 度で数千℃/sec～数万℃/secである。加熱用の電源電圧
yあ らか じめ試料 に流 して おく電流及 びコ ンデ ンサ ー容量 あ るいは充電電圧 は試料寸法 の増加 に応 じて大 きくする必要
がある。
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接試料 を液体He中 に漬 けた状態..
で行 う。)ま ず体積20～30cc程度
の液体H2溜 の中を真空 にした後
















































































..液 体Heを用 いず直接 試料 を液体H2中に漬 けてお く方法 でもよいが万一の爆 発事故 を考 えればFig2の方 が安 全であ
う。 その上低温 セ ンター より液体水素 の供給 を受 けない場合 で もこの方法は使 え.る。H2ガスは爆 発限界 が広 いため
爆発 しやす い。それ故、空気の混入 に十分注 意す ることと万一爆発 して も被害の少 ないよ う使 用液体H、量が最少 に
なるよ う設計 するこ とが必要で ある。
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一 編 集 後 記'
本年4月 に西独の シェール大統領 が国賓 として来 日され、 それを機会 にア レキサ ンダー ・
フォン ・フンボル ト財団主催のフンボル ト留学生学術交流会が京都国際会議場で3日 間盛大
に行 なわれた。第二次大戦後 この財団が再興 されてから25年 間に、約1000名もの日本人
が西独で1～2年 間の研究生活を送ったことにな り、会場 には多 くの阪大関係者の顔 も見ら
れた。 ちなみに、10名程の本編集委員の中で2名 が元留学生であった。
一国の宰相 が国賓 としての訪問先国での多忙 な日程の中で、このような会議に出席 し、 レ
セプションを主催 されたことは異例の こζであり、大統領⑳格調の高い演説 と相 まって、西
独の国 をあげての国際交流文教政策の深 さをつ くづ く感 じたものである。
日本 も今からでも遅 くない。世界各国 からもっと多 くの研究者 を受け入れ、 きめこまかい
世話 と、自由な研究活動 を保障することが、 ひいては日本の正 しい理解 に確実につながるこ
とであろ う。
(祖練道夫 記)
9一
